
　新年度に入っても上齋原はまだまだ朝晩かなり寒く、晩酌には“熱燗”が欲し
くなるところですが、今回ご紹介するのは日本で作られた「徳利」と「ぐい呑み」
です。
　ウランガラスというと、どうしても欧米の作品を思い浮かべますが、日本でも
早くから作られ広く使われていました。明治10年代にはイギリスから着色剤と
してのウランが輸入されていますし、30年代からはプレスガラスという金型を
使った技法で食器や花器、文具、化粧用具などが大量に作られました。また、
時計や鉄道車両の前照灯など、意外なところまでウランガラスが浸透していま
した。昭和に入るとカキ氷を食べる氷コップなども出てきます。
　この徳利は、型の中にガラスを吹き入れた「型吹きガラス」で、表に打出

の小槌と大きな袋を持った大黒様、裏に宝珠の模様が陽刻された、大変おめでたいものです。盃の方はプ
レスで魚子模様のような点々をつけたもので、すこし緑がかっています。
　もともと対のものではありませんが、肌寒い春の宵には、ウランの色を楽しみながら「これで一杯」とい
きたいところです。

妖精の森ガラス美術館　館 長　畠山　耕造

お問い合せ先　妖精の森ガラス美術館　電話（０８６８）４４－７８８８

＜展覧会情報＞　「エピソードでたどる…ウランガラスの世界」展
　　　　　　　　 2011年３月30日（水）～2011年９月26日（月）
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